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1. これまでの取り組みと⽬指す閉⼭措置
2. 閉⼭措置の進め⽅
3. 閉⼭措置を進める上での留意点
① ⼈形峠流域の特徴把握
② ⼈形峠流域で得られた各種データの⼀元化と利⽤
③ ⼀元化したデータから⽰される閉⼭措置の効果を予測
④ ⾮鉄⾦属鉱⼭の取り組みを参考に
⑤ 安全確保・⾃然災害対策
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3-(4) 鉱⼭施設の閉⼭措置について



3-(4)-1 これまでの取り組みと⽬指す閉⼭措置 7-8-1

捨⽯たい積場
（⼈形峠鉱⼭）
（東郷鉱⼭）

措置対象の鉱⼭施設

（⼈形峠鉱⼭）

旧坑道
露天掘跡地
鉱さいたい積場
鉱業廃棄物

これまでの取組み

敷地境界設置
覆⼟・⼟留め・柵

の設置

鉱さい・捨⽯、坑
⽔、地下⽔などの
物性等調査や解析
作業等の実施

⽬指す閉⼭措置
（鉱⼭保安法による管理終了）

⽴⼊禁⽌

捨⽯など
たい積物

現在は柵などで
⽴⼊制限

措置後は捨⽯たい積物などからの影
響が、どこでも国際的な安全基準を
下回るようにします

坑水処理 → 一般排水処理

環境影響評価/環境モニタリング



3-(4)-2 閉⼭措置の進め⽅ 7-8-2

閉⼭措置に関する調査研究
（これまで）

有識者による鉱⼭跡措置技術委員
会や学会での公表、ホームページ
での資料公開

（これからは、地域の皆さまの信頼を積極的に得るため、以下の対応を⾏います）

（これから）

安全確保・⾃然災害対策を着実に
実施

地域の皆さまへ閉⼭事業計画を⽰
すとともに、これまでの調査研究
で出てきた課題・問題点及び具体
的な取り組み等を丁寧に説明

皆さまからのご意⾒・ご提⾔をい
ただきながら取り組みます



大排水坑道 見学坑道

下流域の水資源

抗排水処理施設

露天採掘
場跡地

上流域からの流入

降水 蒸発
散

放流

鉱体と接触した淡水、酸化による重金属の溶出など

鉱体と接触しない淡水
鉱体と接触しない淡水

地層中
を流れ
る

地下水

河川や斜
面を流れ
る地表水 鉱さいたい積場

坑廃水が発生する可能
性のあるバウンダリ

気候変動

豪雨土砂災害
に対する強靱さ

直接視ることができない地下の
空間を含み、変化する可能性

自然由来の
重金属を含
む可能性

① ⼈形峠の地域的特徴の把握

7-8-33-(4)-3 閉⼭措置を進める上での留意点



② ⼈形峠流域で得られた各種データの⼀元化と利⽤

7-8-43-(4)-3 閉⼭措置を進める上での留意点(2)

今後の調査・解析作業等で活⽤

⼈形峠センターに古くから所蔵され
た資料を含めて、現在にいたるまで
のデータや知識の再編集と整理

解析作業などで利⽤するため、紙で
記録されているデータは、優先度を
つけて段階的に電⼦化

再収集・整理中のデータ例

⼀元化されたデータやその再解析データ
に容易にアクセスでき、分かり易さと利⽤
性を追求した新しいデータ可視化技術を導
⼊し、共有することで事業の透明性を図る
ことが可能となります。



閉⼭措置を進めるにあたり、⼈形峠地域の気候変動をはじめとした近年の地上環境
の変化と、局所から広範囲に及ぶ⾃然・⼈為由来の環境影響を踏まえ、指標を定め、
対策の効果を予測できるようにしておく必要があります。

時間

①様々なデータ、モデリングを駆使して過去

から現在までの影響を抽出する

2030 2040

過去 未来事業本格化
現在

気候変動、人間活動の影響などを把握

実績（＝データ）がある

②影響を理解することで

未開発の状態を明ら

かにすることができる

データが無い

モデルで復元する

データが無い

モデルで予測する

2020

③未開発の状態が明らかにで

きれば、対策工事による効果
が予測できるようになる

1940 1960 1980 2000 20101990

③ ⼀元化したデータから⽰される閉⼭措置の効果を予測

7-8-53-(4)-3 閉⼭措置を進める上での留意点



秋⽥県の⼩真⽊鉱⼭(エコマネジメン
ト株式会社)では、坑⽔処理量の削減を
⽬指し、平成27年度から地表⾯の被覆や、
清濁を分離する⽔路の整備及び敷地外の
表流⽔対策を実施するとともに、平成25
年の秋⽥豪⾬で流出した集積場の復旧⼯
事を実施しています。
（平成32年度に完了予定）

⼈形峠センターにおける「坑⽔発⽣源
対策」については、この⼩真⽊鉱⼭の対
策を踏まえて、閉⼭措置に係る研究開発
に取り組んでいるところです。

平成29年5月の施工状態(小原撮影）

⼩真⽊鉱⼭の対策前状態 ※2015資源素材学会より

7-8-63-(4)-3 閉⼭措置を進める上での留意点
④ ⾮鉄⾦属鉱⼭の取り組みを参考に



⑤ ⾃然災害対策（地震や豪⾬、⼟砂災害への備え）

豪雨対策
（雨量計による水位監視システムの導入）

防災監視システム設置計画
（降雨量、河川水位、濁流状況等の常時監視）

鉱さいたい積場の地震対策
（下流部への重力式コンクリート堤の設置工事）

土砂災害対策
（衛星データによる地形変化の観察）

7-8-7

20171027 衛星画像

3-(4)-3 閉⼭措置を進める上での留意点


